








2020 年 5 月 7 日受理 
＊ 情報学部 情報デザイン学科 
『駿遠へ移住した徳川家臣団』における岡田清直・岡田錠次郎の謎（その１） 




































大学紀要』第 23 巻、2015 年、所収）
（２）小栗勝也「用行義塾の教師・岡田先生について」（袋井市
文化協会・袋井市教育委員会編集発行『文芸袋井』第 12






























ことになる。そこで、第 1 編から第 3 編までに記されて
いる文献を全て書き出してみることにした。 







































































































表１ 前田氏が用いた資料の一覧  （左端の№は小栗が便宜的に付した通し番号。【 】部分は小栗による補注） 
№ 前田氏が記す資料名等の情報 記載された場所 
1 
駿藩各所分配姓名録 学問所御用製本所駿府江川町本屋市蔵 静岡県立図書館所蔵 





《駿府へ移住相願候家族人数書 池沢政太郎書写 静岡県立中央図書館》 




静岡御役人附 明治三年三月作成 静岡県立図書館所蔵 
《静岡御役人附  静岡県史史料編一六 近現代一 同【｢静岡県立中央図書館蔵」と同じ】》 
【第 3編では《 》内のように変更】 




《沼津御役人附 全 静岡市立中央図書館ほか 原本 沼津市明治史料館》【第 3編では《 》内のように変更】 
第 1編の凡例、解説  
第 3編のベース資料 
5 静岡学問所局 雑誌「同方会誌」掲載  【凡例では資料名が「静岡学問局」になっている】 第 1編の凡例、解説 
6 
御入国御人数町宿帳 原本静岡県立図書館 静岡市史（近代史料）より抜粋 




駿府藩役人名鑑 明治二年一月学問所御用製本所本屋市蔵板元  
《駿藩役人名鑑  学問所御用製本所駿府江川町本屋市蔵 同【「静岡県立中央図書館蔵」と同じ】》
【第 3編では《 》内のように変更】 
第 1編の凡例、解説  
第 3編のベース資料 
8 
駿河表ヘ召連候家来姓名録 国立公文書館所蔵 【凡例では「駿河表へ召連家来」とのみ略記されている】 
《駿河表へ召連候家来姓名簿 同【「池沢政太郎書写」と同じ意味】 同【「静岡県立中央図書館」 




静岡士族名簿 北村氏寄贈 静岡県立図書館所蔵 
《 同【静岡県立中央図書館蔵」と同じ】》【第 3編では資料名の後は《 》内のように変更】 
第 1編の凡例、解説  
第 3編のベース資料  
 各種官員録、職員録【以下の区別あり･･№10～17まで】 第 1編の凡例、解説 
10 
静岡藩職員録 明治二年二月作成のもの「同方会誌」に掲載 
《静岡藩職員録  雑誌「同方会誌四五」掲載  原本  静岡県立中央図書館》 
【第 3編では《 》内のように変更】 
第 1編の解説  
第 3編のベース資料 
11 静岡県官員録「静岡県史」 第 1編の解説 
12 官員録・改正官員録「西村隼太郎編輯」 第 1編の解説 
13 補珍明治官員録    【「補珍」は前田氏が記したまま】 第 1編の解説 
14 
静岡県学事関係職員録「県教育新誌社」 
《静岡県学事関係職員録「明治三一年」  静岡県教育新報社編》【第 3編では《 》内のように変更】 





【第 3編では《 》内のように変更】 




静岡県職員録「静岡市史」掲載ほか 第 1編の解説 
17 
官員履歴「明治初期の静岡県史料」 
《明治初期静岡県史料「第一巻」 官員履歴 静岡県史料刊行会》【第 3編では《 》内のように変更】 
第 1編の解説  
第 3編の参考資料 
18 明治維新人名事典（維新） 昭和五六年 吉川弘文館 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
19 幕末維新人名事典（幕末） 昭和五三年 学芸書林 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
20 日本現今人名辞典（現今） 明治三三年 同辞典発行所 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
21 日本現代人名辞典（現代） 大正元年 中央通信社 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
22 明治過去帳  （過去） 昭和四六年 東京美術 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 




大日本人名辞書（大日本） 昭和一九年 大日本人名辞書刊行会《同辞書刊行会》 




江戸幕臣人名事典第一―四巻（江戸） 平成元年 新人物往来社 
《江戸幕臣人名事典（江戸） 平成元年 新人物往来社》【第 2編では《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
26 嶽陽名士傳 （嶽陽） 昭和二四年 山田万作著 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
27 静岡のひとびと  昭和四九年 静岡市教育委員会 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
28 郷土の発展に尽した人々（郷土） 昭和五六年 静岡県教育委員会 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
29 郷土の先達   平成二年 鈴木富男著 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 








№ 前田氏が記す資料名等の情報 記載された場所 
30 静岡県徳行録（徳行録） 昭和十六年 静岡県 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
31 静岡県人物誌（人物） 昭和四九年 静岡県   【第 2編では略称が「(人物誌)」に変更】 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
32 東海三州人物誌（東海三州） 大正三年 伊東圭一郎著 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
33 静岡育英会会報（育英会）  第 1編の巻末資料 
34 雑誌 同方会誌（同方） 昭和五二年 立体社 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
35 雑誌 旧幕府（合本四冊） 原書房 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
36 明治宝鑑（明宝） 明治四五年 原書房 第 1編の巻末資料 
37 雑誌 史談会速記録（史談会） 昭和四六年 原書房 第 1編の巻末資料 
38 静岡県現住者人物一覧（現住者） 高室梅雪著 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
39 沼津兵学校  昭和六一年 沼津市明治史料館 第 1編の巻末資料 
40 
沼津兵学校とその人材（沼津兵）昭和一五年 大野虎雄著 《（沼津兵学校）》 




沼津兵学校付属小学校（沼津小）昭和一八年 大野虎雄著 《（沼津小学校）》 
【第 2編では略称表記が《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料 
第 2編の巻末資料 
42 静岡名墓誌  昭和七年 柘植清著 第 1編の巻末資料 
43 
牧ノ原開拓士族名簿（牧ノ原）昭和三九年 金谷郷土史研究会 
《牧の原開拓士族名簿（牧の原）昭和三九年 金谷郷土史研究会》【第 2編では《 》内のように変更】 





牧ノ原開拓史考  昭和四九年 大石貞雄 
《牧の原開拓史考  昭和四九年 大石貞雄著》【第 2編では《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
45 維新前後の静岡  昭和一六年 小山有言著 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
46 教育と人物  昭和四五年 高天神城戦史研究会 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
47 帝国海軍教育史一巻 昭和四八年 原書房 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
48 横須賀海軍船廠史（海軍船廠史）大正四年 横須賀海軍工廠 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
49 横須賀製鉄所の人びと（横須賀） 昭和五八年 富田仁・西堀昭 共著 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
50 箱館戦争始末記（箱館戦争）昭和四八年 栗賀大介著 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
51 新撰組事典（新撰組） 昭和四八年 新人物往来社  【｢撰」の文字は前田氏が記したまま】 第 1編の巻末資料 
52 
勝海舟全集別巻二海舟別記 昭和五七年 勁草書房 
《勝海舟全集別巻二 昭和五七年 勁草書房》【第 2編では《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
53 静中静高百年史上巻 昭和五三年 同編集委員会 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
54 静岡県教育史（県教育史） 昭和四八年 静岡県教育史刊行会 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
55 
静岡県警察史（県警察史） 昭和五三年 同編纂集委員会 《同編集委員会》 
【第 2編では《 》内のように変更】 
 




《静岡県史資料編一六・一七 近現代一  発刊静岡県》【第 3編では《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料  
第 3編の参考資料 
57 明治初期の静岡県史料 昭和四二年 静岡県史料刊行会 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
58 顕要職務補任録 第 1編の巻末資料 
59 静岡市史（近代） 昭和四四年 静岡市 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
60 静岡市史（近代史料） 昭和四四年 静岡市 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 








№ 前田氏が記す資料名等の情報 記載された場所 
61 静岡市史編纂史料 昭和二年 静岡市役所 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
62 浜松市史（史料編五） 浜松市役所 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
63 
駿東郡沼津町誌 昭和五五年 沼津町役場著 《昭和五五年復》 
【第 2編では《 》内のように発行年の所に「復」の文字が挿入された】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
64 沼津市誌 昭和三六年 沼津市役所 




《群馬県史資料編二一  昭和六二年  同史編纂委員会》【第 2編では《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
66 城下町相良区史 昭和六一年 榛原郡相良町 第 1編の巻末資料 
67 千代田誌  昭和五九年 同編集委員会 第 1編の巻末資料 
68 神奈川県史料第八巻 昭和四七年 神奈川県立図書館 【第 2編では巻号表記の「第」が消えている】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
69 
ある幕臣からみた明治維新 初代駅逓正杉浦譲 昭和五二年 高橋善七 
《初代駅逓正杉浦譲 昭和五二年 高橋善一著》【第 2編では《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
70 大久保一翁  昭和五四年 松岡英夫著 第 1編の巻末資料 
71 後は昔の記他  昭和四五年 林 薫著 第 1編の巻末資料 
72 名ごりの夢  今泉みね述 第 1編の巻末資料 
73 
江原素六  昭和六〇年 辻 真澄著 【「辻」の漢字は、本来は 1点しんにょうが正しいが、PCで表示で
きないため、本稿では全て 2点しんにょうの文字で表記している。以下も同じ】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
74 朝霧の覚  昭和一〇年 池田忠一著 第 1編の巻末資料 
75 石坂周造研究  昭和五二年 前川周治著 第 1編の巻末資料 
76 前島密自叙伝  昭和三一年 伝記刊行会 《同刊行会》【第 2編では出版元が《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
77 福地桃痴  昭和四〇年 柳田 泉著 第 1編の巻末資料 
78 平賀敏君伝  昭和六年 同伝記編纂会 第 1編の巻末資料 
79 坂本竜馬を斬った男今井信郎  昭和四六年 今井幸彦著 第 1編の巻末資料 
80 海軍事始 肥田浜五郎の生涯 昭和五〇年 土屋重朗著 第 1編の巻末資料 
81 はままつ歴史発見  昭和六二年 神谷昌志著 第 1編の巻末資料 
82 山路愛山研究  静岡近代史研究四号 第 1編の巻末資料 
83 赤松則良半生記  昭和五二年 赤松範一編注 第 1編の巻末資料 
84 幕末下級武士の記録  昭和六〇年 山本政恒著 第 1編の巻末資料 
85 静岡県近代史研究十五、十六号  静岡県近代史研究会 第 1編の巻末資料 
86 静岡県郷土研究  静岡県郷土研究会 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
87 山田大夢  地方史静岡六号  第 1編の巻末資料 
88 転向明治維新と幕臣  昭和四四年 しまねきよし著 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
89 日本海軍お雇い外人  昭和六三年 篠原 宏著 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
90 幕末おろしゃ留学生  平成三年 宮永 孝著 第 1編の巻末資料 
91 江戸幕府役職集成（増補版） 平成二年 笹間良彦著 《江戸幕府役職修成（増補版）》 
【第 2編では資料名が《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
92 山中庄治日記  昭和四九年 沼津市立駿府図書館 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
93 旧幕臣中野悟一  静岡県近代史研究九号 第 1編の巻末資料 
94 浜岡人物誌 佐倉・比木編  昭和六二年 同編集委員会 第 1編の巻末資料 
95 関口隆吉の生涯  昭和五八年 八木繁樹著 《八木茂樹著》【第 2編では著者が《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
96 山岡鉄舟の一生  昭和四二年 牛山栄治著 《牛山英治著》【第 2編では著者が《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
97 勝海舟の参謀 藤沢志摩守  昭和四九年 安西 愈著 第 1編の巻末資料 








№ 前田氏が記す資料名等の情報 記載された場所 
98 
徳川慶喜公伝 昭和四三年 渋沢栄一著 
《徳川慶喜公傳  昭和四三年 平凡社》【第 2編では《 》内のように変更】 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
99 大森鐘一  昭和五年 池田 宏編 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
100 史料からみた勝海舟  昭和四九年 田村栄太郎著 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
101 父渋沢栄一  昭和三四年 渋沢秀雄著 
第 1編の巻末資料  
第 2編の巻末資料 
102 江戸幕府勘定所史料（勘定所） 昭和六一年 吉川弘文館 第 2編の巻末資料 
103 江戸幕府役職集成  昭和六二年 雄山閣出版 【但し№91で増補版が既に登場している点に注意】 第 2編の巻末資料 
104 江戸幕府旗本人名事典  平成二年 原書房 第 2編の巻末資料 
105 牧の原開墾の曙覚書  平成二年 榛葉禮一著 第 2編の巻末資料 
106 東京府史料ほか各県史料  国立公文所館所蔵 第 2編の巻末資料 
107 静岡県近代史研究  静岡県近代史研究会 第 2編の巻末資料 
108 地方史静岡  同研究会 第 2編の巻末資料 
109 沼津史談会  同研究会 第 2編の巻末資料 
110 磐南文化  同研究会 第 2編の巻末資料 
111 明治史料館通信  沼津市明治史料館 第 2編の巻末資料 
112 静岡藩始末記  昭和五〇年 三枝康高著 第 2編の巻末資料 
113 御注進書綴込  韮山御役所 第 2編の巻末資料 
114 小伝林鶴梁  坂口筑母著 第 2編の巻末資料 
115 静岡県紳士録  大正五年  中尾栄次郎著 第 2編の巻末資料 
116 東京掃苔録  日本史籍協会 第 2編の巻末資料 
117 明治という国家  平成三年  司馬遼太郎著 第 2編の巻末資料 
118 幕府軍艦咸臨丸  昭和五四年 文倉平次郎著 第 2編の巻末資料 
119 渋沢栄一伝記  昭和三〇年 渋沢栄一伝記資料刊行会 第 2編の巻末資料 
120 宣教再会百年誌  昭和五九年  カトリック教会 第 2編の巻末資料 
121 静岡県英学史  昭和四二年 飯田 宏著 第 2編の巻末資料 
122 静岡の史話と伝説  飯塚傳太郎著 第 2編の巻末資料 
123 久能山叢書  昭和五六年 同東照宮社務所 第 2編の巻末資料 
124 静岡県の医史と医家傳  昭和四八年 土屋重朗著 第 2編の巻末資料 
125 遣米使節史料集成  昭和三六年 風間書房 第 2編の巻末資料 
126 駿藩名譜 学問所御用製本所駿府江川町本屋市蔵 宮内省書陵部 第 3編のベース資料 
127 明治期の各種官員録 明治五年から明治一九年まで 写  静岡県立中央図書館 第 3編の参考資料 
128 東京府史料 転免履歴    東京都公文書舘 第 3編の参考資料 
129 神奈川県史料ほか各県史料    国立公文書舘 第 3編の参考資料 
130 開拓使履歴    北海道立文書舘 第 3編の参考資料 
131 当区内士族姓名簿 第三大区第四小区 明治九年十月改正  長坂家文書 第 3編の参考資料 
132 当区内士族原籍取調 同 同 同【ここの「同」はすべて上に同じの意】 第 3編の参考資料 
133 士族分限   第四大区第五小区 寄留者名簿  静岡県立中央図書館 第 3編の参考資料 
134 第四九区現米東京取調   明治五年二月  同【「静岡県立中央図書館」と同じ】 第 3編の参考資料 
135 士族扶持東京にて受取出願帳 同【「明治五年二月」と同じ】 同【「静岡県立中央図書館」と同じ】 第 3編の参考資料 
136 家禄証書案  明治六年  同【「静岡県立中央図書館」と同じ】 第 3編の参考資料 
137 家禄奉還進給類関係書類  明治三一年  同【「静岡県立中央図書館」と同じ】 第 3編の参考資料 
138 貫属替取調帳  明治六年―明治九年  大須賀町教育委員会 第 3編の参考資料 
139 家禄渡帳  同【「明治六年―明治九年」と同じ】  同【「大須賀町教育委員会」と同じ】 第 3編の参考資料 
140 相良勤番組士族名簿  明治四年  相良町資料館 第 3編の参考資料 
141 新居割付小札帳  明治四年  新居町教育委員会 第 3編の参考資料 













が突然登場している（68 頁）ので、これを第 3 編の「追
加資料」として扱うことにした。以上、第 3 編中の資料と
































安政六年箱館奉行支配定役下役 元治元年 箱館奉 
行支配定役元締 
明治二年 浜松奉行支配割付 同二年 横須賀勤番
組世話役 





















№ 前田氏が記す資料名等の情報 記載された場所 
142 新居分限帳  明治二年十二月  同【「新居町教育委員会」と同じ】 第 3編の参考資料 
143 浜松県より貫属替屋敷取調帳  明治五年  静岡県立中央図書館 第 3編の参考資料 
144 牧之原秩録公債払下願書名簿写  明治十八年  牧之原小学校 第 3編の参考資料 
145 貫属替願書  明治六年  金谷町教育委員会 第 3編の参考資料 
146 家禄奉還願書 第一大区第八小区  明治七年  沼津市明治史料館 第 3編の参考資料 
147 西熊堂諸届諸願書類  履歴明細書  同【「沼津市明治史料館」と同じ】 第 3編の参考資料 
148 第一大区八小区居住士族家族書  明治七年 同【「沼津市明治史料館」と同じ】 第 3編の参考資料 
149 華士族禄高牒  明治六年  東京都公文書舘 第 3編の参考資料 
150 送籍状家禄書相添申渡  同【「明治六年」と同じ】 同【「東京都公文書舘」と同じ】 第 3編の参考資料 
151 家塾開業願書  東京都台東区教育史資料 第 3編の参考資料 
152 士族奉還禄書類  明治九年  旧加島村役場文書  富士市立中央図書館 第 3編の参考資料 
153 静岡藩姓名帳（静岡藩御賄所明治二年十月一七日） 静岡県立中央図書館 第 3編の追加資料 
 以上  




















発行である。発行時期は、最初のものが平成 3 年 7 月 25
日、第 2編が平成 5年 2月 20日、第 3編が平成 9年 10月



































6 千 5 百余人の情報があること、「学問所御用製本所駿府
江川町本屋市蔵」と記されていること、静岡県立図書館ま
たは静岡県立中央図書館の所蔵であることを、前田氏は記





























表２  前田氏による岡田の情報の細目 
  

























































研究』第 36 号、2011 年）は、『駿藩各所分配姓名録』に
記されている奉行に関する別資料の情報から、この資料が
明治 2年正月または 2月以降の発行であると推定している





































































































































































































































所分配姓名録〔３－５〕』の 2 つは、他の 5 件の資料をコ







（本稿は 2020 年 2 月 26 日に提出。閲読者の指摘を受け微修
正した原稿を 5月 7日に再提出。次稿（その 2）に続く） 
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